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◇◇定点把握の対象となる５類感染症　発生状況◇◇　　（定点当たり患者数）

第 12 週

10 週 11 週 12 週 開始 終息

18.40 警報 12.80 警報 14.60 警報 9.75 警報 12.53 警報 14.60 警報 30 10 10

1.00 0.60 0.20 1.07 0.27 0.20

46.40 37.40 37.60 52.51 59.00 37.60

ＲＳウイルス感染症 0.33 0.67 1.00 0.54 1.32 1.00

咽頭結膜熱 0.67 0.33 0.00 0.23 0.74 0.00 3 1

A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 4.67 6.00 4.67 2.63 2.94 4.67 8 4

感染性胃腸炎 0.00  1.33 2.00 5.54 4.32 2.00 20 12

水痘 0.33 0.00 0.00 0.34 0.39 0.00 2 1 1

手足口病 0.00 0.00 0.00 0.06 0.19 0.00 5 2

伝染性紅斑（リンゴ病） 0.00 0.33 0.00 0.10 0.06 0.00 2 1

突発性発しん 0.33 0.00 0.33 0.19 0.29 0.33

ヘルパンギーナ 0.00 0.00 0.00 0.01 0.03 0.00 6 2

流行性耳下腺炎

（おたふくかぜ）
0.00 0.00 0.00 0.02 0.06 0.00 6 2 3

急性出血性結膜炎 0.00 0.00 3.00 警報 0.01 0.38 3.00 警報 1 0.1

流行性角結膜炎 3.00 1.00 2.00 0.30 0.25 2.00 8 4

細菌性髄膜炎 0.00 0.00 0.00 0.02 0.00 0.00

無菌性髄膜炎 0.00 0.00 0.00 0.03 0.00 0.00

マイコプラズマ肺炎 0.00 0.00 0.00 0.21 0.33 0.00

クラミジア肺炎

（オウム病は除く）
0.00 0.00 0.00 0.01 0.00 0.00

感染性胃腸炎
（ロタウイルスであるものに限る）

0.00 0.00 0.00 0.07 0.08 0.00

◇◇全数把握対象感染症　発生状況◇◇ ※報告日掲載　（県作成速報：診断日掲載）

一類感染症

二類感染症

三類感染症

四類感染症

五類感染症

◇◇トピックス・季節情報◇◇
　

インフルエンザ定点

小

児
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定

点

報告なし

基

幹

定

点

眼

科
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点

COVID-19

急性呼吸器感染症（ARI)

報告なし

報告なし

【第12週】

報告なし

☆梅毒の報告がありました。

　梅毒とは「梅毒トレポネーマ」の感染によって生じる性感染症の一つです。感染者との粘膜の接触を伴う性行為感染が主な

感染経路です。妊婦の胎盤を通じて胎児に感染する「先天梅毒」もあります。

　感染後3から6週間の潜伏期を経て、初期には感染部位のしこり（初期硬結）やくぼみ（硬性下疳）、鼠径部リンパ節の腫

れが生じます（早期顕症梅毒1期）。痛みがないことも多く、自然に治癒します。治療せずに3か月以上経過すると、全身に

移行して発疹（バラ疹など）や発熱、倦怠感などを生じます（早期顕症梅毒2期）。治療をしなくても症状がなくなることが

ありますが、病原体は体の中に残っています。無治療で数年から数十年経過すると、心臓や血管、脳などにも症状をきたしま

す。

　妊娠中に梅毒に感染すると、おなかの赤ちゃんに感染し、流産や死産の原因になったり、障害をもって生まれることがあり

ます。妊娠早期に発見・治療すれば赤ちゃんに影響を与える可能性も低くなります。

　感染予防のためには、感染のリスクとなる不特定多数の人との性的接触を避け、コンドームを適切に使用しましょう。

梅毒　患者1名（30代・男性）
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